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讐謀議冨藩姓金額
なお10年以上25年までの納付期間の年金額は

次のとおり

納付年数【年金額！月　額

所得比例分

180円×納付月数＝加卵年金額

〔例〕　25年納付した娩合

定　額　分　320円×300円＝粥，000円

所得比例分180円×300円＝塊，000円

会計年金額150，000円となり月額12，500円

となります。

◎その他不明の点は住民課社会係にお尋ね下さいo

8　月のこ　よみ

1日　二百十日

〃　ガン制圧月間

8日　白露

9日　菊の節句

11日　二百二十日

15日　敬老の臼

15日

老人福祉週間始まる

15日十五夜

2用「　彼岸入り

20円

動物愛護週間始まる

20日観望の臼

20日家庭の日

23日　秋分の日

25日，秋杜日

26日　彼岸明け

町民の動き

月uJ牛hU4－樹脂

半
世
紀
を
迎
え
る
国
勢
諷
査

HNの韻…P

こ
と
し
の
十
月
一
日
に
は
、
十
一
回

国
の
国
勢
閲
盃
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
全
国
、
都
道
府
県
、

市
町
村
の
人
口
の
大
き
さ
や
構
成
を
明

ら
か
に
し
、
国
の
政
治
や
行
政
は
も
ち

ろ
ん
、
都
道
肺
腺
や
市
町
村
の
行
政
に

正
接
役
立
つ
資
料
を
得
る
た
め
に
行
な

わ
れ
る
も
の
で
す
。
国
努
調
査
は
、
大

正
九
年
に
警
固
源
盃
が
実
施
さ
れ
て

以
来
、
五
年
こ
と
に
行
わ
れ
て
お
り
、

今
回
の
渦
盃
は
、
第
一
回
調
査
以
来
数

え
て
、
半
世
紀
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き

閲
盃
で
す
。
ま
た
、
今
回
の
調
査
は
、

国
際
連
合
が
捷
唱
し
て
い
る
一
九
七
〇

年
世
界
人
口
セ
ン
サ
ス
の
一
環
と
も
な

る
の
で
す
。
調
査
の
結
果
は
、
旅
用
、

襲
、
教
育
、
住
宅
、
社
会
福
祉
、
環

碗
衛
生
、
変
通
防
災
な
ど
の
対
策
や
蟻

貝
定
数
の
決
定
、
財
政
鷲
要
領
の
筑
定

な
ど
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
と

し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
た
ん

に
行
政
上
の
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る

ば
か
り
で
な
く
、
人
口
問
題
、
経
済
胴

囲
や
そ
の
他
学
術
研
究
の
資
料
、
あ
る

い
は
会
社
な
ど
の
経
営
上
の
資
料
と
し

て
も
、
広
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
一
般
の
利
用
に
倹
す
る
こ
と

も
、
国
勢
調
査
の
大
き
な
ね
ら
い
の
ひ

と
つ
で
す
。

調
盃
方
法
に
つ
い
て
は
、
欒
賓
の

指
導
に
よ
る
世
帯
王
（
ま
た
は
代
表

者
）
の
日
計
申
告
で
あ
り
、
調
査
鼠
は

十
月
一
日
の
一
週
間
前
か
ら
（
九
月
二

十
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
間
に
）
、

担
当
闘
査
区
内
の
各
世
話
に
「
調
査
票

」
を
く
は
り
、
調
査
薬
の
話
人
を
依
顕

し
ま
す
。
十
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
の

五
日
閲
に
凋
輩
出
は
再
度
各
世
請
を
訪

問
し
、
調
査
票
を
回
収
し
ま
す
の
で
国

勢
関
歪
の
趣
旨
を
充
分
御
理
解
の
上
調

査
に
衝
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す。

国
民
年
金
所
得
比
例
制
の

実
施
に
つ
い
て

国
民
年
金
飾
磨
発
足
以
栗
幅
簑
と
な
　
国
民
年
金
法
の
改
正
に
よ
り
実
現
し
、

っ
て
い
た
所
得
比
例
制
が
昨
年
十
二
月
　
い
よ
い
よ
本
年
十
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
高

額
の
保
険
料
を
負
担
し
て
も
高
額
の
年

金
を
希
壁
す
る
被
保
険
者
か
ら
の
竃

に
よ
り
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

◎
保
険
料
に
つ
い
て

現
行
定
額
分
は
一
月
四
五
〇
円
で

す
が
、
所
縁
比
例
制
に
加
入
し
ま
す

と
一
月
三
五
〇
円
加
算
に
な
り
合
計

一
月
八
〇
〇
円
納
め
る
こ
と
に
な
り

ます。

◎
加
入
は
任
意
加
入
と
な
っ

て
お
り
あ
く
ま
で
申
出
を

原
則
と
し
て
お
り
ま
す
。

五
年
々
金
加
入
者
及
び
国
民
年
金

基
金
加
入
者
は
所
得
比
例
制
度
に
加

入
で
き
ま
せ
ん
。

◎
加
入
申
出
場
所

役
場
住
民
課
社
会
係

◎
年
金
顔
に
つ
い
て
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皆
ん
な
の
美
し
い
河
川
に
／

一
の
襲
住
居
地
を
管
推
す
ゑ
雲
霞

遜
徴
用
水
系
が
、
昭
和
四
十
一
年
四

月
、
一
級
河
川
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
不
許
可
物
件
や
数
多
く
の
塵
芥
投

薬
等
、
不
法
行
為
が
後
を
絶
た
な
い
現

状
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
河
川
油

化
、
瑛
節
操
僻
に
地
域
住
民
と
し
て
次

の
疎
項
に
御
協
力
下
さ
い
。

一
、
河
川
内
へ
の
塵
芥
投
薬
は
、
風
致

美
観
や
衛
生
面
よ
り
止
め
て
く
だ
さ

一
、
堤
防
法
面
や
河
原
に
舵
輝
や
畑
と

し
て
耕
作
し
、
使
用
し
な
い
で
下
さ

い
。
（
淡
水
の
際
、
そ
こ
か
洗
掴

さ
れ
て
堤
防
が
崩
れ
大
被
害
を
受
け

る。）
一
、
堤
防
法
面
に
牛
馬
の
放
牧
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
（
牛
馬
に
よ
り
法

面
の
芝
が
い
た
み
、
地
肌
か
出
て
洪

水
の
と
き
そ
こ
よ
り
地
防
が
周
れ
大

被
害
を
受
け
る
。
）

一
、
土
地
の
無
断
穂
用
や
無
届
盛
土
、

切
取
使
用
は
や
め
て
由
緒
後
許
可
が

あ
っ
た
分
の
み
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
水
防
活
動
の
円
滑
化
と
国
の
財
産

管
理
よ
り
）
。

∵
河
原
　
（
耐
水
赦
）
　
や
川
中
の
無

断
採
草
及
採
石
は
や
め
て
申
請
後
許

可
が
あ
っ
た
分
の
み
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
（
河
原
の
使
用
は
個
人
営
利
の

た
め
で
な
く
、
公
衆
一
般
の
た
め
に

利
用
し
、
採
石
に
つ
い
て
は
、
河
珠

の
低
下
、
不
規
則
な
掘
り
方
防
止
）

一
、
河
川
敷
内
（
国
有
地
）
　
に
建
物

（
住
居
、
倉
窯
や
）
の
建
造
は
不
法

で
す
の
で
、
許
可
の
な
い
も
の
は
亜

ち
に
取
除
い
て
く
だ
さ
い
。

一
、
河
川
の
水
を
無
断
で
大
量
に
又
は

継
続
的
、
定
期
的
に
取
水
は
で
き
ま

せん。

遠
賀
町
総
合
計
画
審
議
会
委
員

遠
賀
町
総
合
計
樹
霜
議
会
の
案
出
が
次
の
と
お
り
遼
任
さ
れ
ま
し
た
。

連
出
母
体
　
　
　
　
氏
　
名
　
　
　
　
　
傭
∴
∴
考

中
　
山
　
包
　
久

重
　
広
　
　
薪

松
　
井
∴
∴
∴
温

海
　
渦
∴
順
一

柴
　
田
　
　
涼

仲
　
野
∴
∴
∴
磐

畑
　
生
　
半
一

土
　
師
∴
∴
∴
蒋

石
　
松
　
泰
　
忠

花
　
田
　
ハ
ツ
ヱ

師
　
岡
　
発
次
郎

柴
　
田
∴
貿
∴
威

木
　
野
　
国
　
繋

大
　
場
∴
∴
∴
保

議
∴
艮

制
酸
長

氏
坐
文
教
素
見
長

土
木
経
済
秀
貝
異

総
務
財
政
賀
長

会
∴
長

副
会
長

委
員
長

会
　
長

ク
閏
∴
長

堤
　
密

会
　
長

（
匿
長
会
副
会
長
）

亜

詳

細

猟
銃
、
空
気
銃
の
所
持
者
は
瓦
等
」

と
に
許
可
の
更
新
を
受
け
な
い
と
、
許

可
の
効
力
が
失
わ
れ
ま
す
。

用
昭
和
三
十
九
年
に
所
持
許
可
を
受

け
た
人
は
今
年
の
十
月
三
十
一
自
室
C

に
更
新
を
受
け
な
い
と
許
可
が
失
効

し
、
そ
の
後
は
不
法
所
持
と
し
て
処
罰

さ
れ
ま
す
。

ア
　
所
持
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う

と
す
る
人
は
、
十
月
一
口
か
ち
十
月
十

七
日
ま
で
の
閥
に
銃
と
と
も
に
、
つ
き

に
提
出
す
る
こ
と
。

∪
申
摘
心

り
同
居
の
親
族
屈

○
医
師
の
診
断
書

○
銃
砲
所
持
許
可
岱

イ
　
許
可
更
新
を
し
な
い
人

引
葺
き
銃
を
所
持
す
る
－
崇
の
な
い

人
（
更
新
し
な
い
人
）
は
蕃
架
に
連
絡

す
る
こ
と
。

こ
の
穏
合
銃
義
り
波
す
か
、
麗
辞

な
ど
、
処
分
し
て
許
可
証
は
返
納
す
る

こし」。

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

公
職
超
拳
法
第
十
五
条
の
規
定
に
塞
∴
∴
∴
語

き
九
月
言
現
在
の
選
挙
人
名
簿
に
登
　
　
「
誰
施
期
間
　
九
月
十
百
か
ら

録
し
た
者
の
氏
名
、
住
所
お
よ
び
生
年
　
　
　
　
　
　
九
月
十
売
口
ま
で

月
日
峯
議
し
た
襲
和
を
左
記
に
よ
り
　
一
、
雛
離
璃
所
　
遠
賀
町
役
壌

縦
暁
に
供
し
ま
す
。

「
敬
老
の
日
」

記
念
行
事
の
時
期
変
更
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

「
敬
老
の
里
の
耶
薬
の
一
班
L
J
L
　
策
完
成
す
る
予
定
で
あ
皇
室
す
の
で
、

て
審
年
九
月
十
五
日
町
内
御
老
人
の
方
　
こ
の
砲
金
に
町
内
鹿
寿
の
抒
嫌
に
拙
技

々
に
「
堂
に
お
集
り
ね
が
っ
て
敬
老
会
　
露
申
上
げ
た
い
と
い
う
所
存
か
ら
左
記

を
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
将
棋
御
氷
　
の
と
お
り
延
期
い
た
し
ま
す
。

知
の
と
お
り
遠
賀
中
業
経
薫
競
紡
∴
∴
∴
高

音
校
舎
と
し
て
近
代
建
築
の
す
い
を
集
　
一
時
期
　
十
月
二
十
五
蹟
（
予
起
）

め
、
来
る
十
月
二
十
日
（
予
定
）
に
改
　
二
全
暢
　
達
碕
中
学
検
体
帝
館
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郡
民
体
欝
大
会
を
か
え
り
み
て

婚
姻
屈
の
郎
日
麟
行
を

去
る
八
月
二
十
三
日
に
遠
賀
都
度
体

育
大
会
が
岡
垣
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
本
町
は
選
手
が
お
ら
れ
な
く
て
欠

擾
す
る
種
目
が
相
当
あ
っ
た
ゝ
め
、
芦

屋
、
岡
垣
、
水
巻
か
ら
大
差
を
つ
け
ら

れ
四
位
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
参
加

し
た
離
日
は
俊
秀
な
成
績
を
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。

困
惑
や
∴
づ
‡

来
年
の
郡
民
大
会
は
遮
質
町
で
陶
催

さ
れ
ま
す
。
来
年
し
そ
は
各
棚
田
に
奉

加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
柔
道
、
剣
道
、
弓
道
、
相
接

は
特
に
遷
手
不
足
で
す
。
こ
れ
ら
の
競

技
を
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
、
通
手
を
権

せ
ん
さ
れ
ろ
方
は
数
寄
委
員
会
事
務
局

へ
お
知
ち
せ
下
さ
い
。闘

臨
醸

い

た

し

ま

◎
続
航
の
式
だ
空
C
は
正
式
の
夫
婦
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

い
か
に
盛
大
な
華
燭
の
典
を
挙

げ
、
郡
美
点
に
お
い
て
は
自
他
と
も

に
認
め
る
婚
姻
関
係
に
あ
「
て
も
、

届
出
を
し
な
け
れ
ば
、
法
律
上
夫
婦

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ

る
肉
源
関
係
で
す
。
夫
婦
佐
治
奮

み
な
か
ら
法
律
上
の
夫
婦
で
は
ー
「
の
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
不
自
然
な
状

態
か
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
行

な
わ
て
お
り
」
ェ
す
。

◎
内
線
は
、
い
ろ
い
ろ
な
魚
で
不
利
と

な
り
、
法
律
上
の
保
運
を
受
け
ら
れ
ま

せん。①
氏
－
（
姓
名
の
姓
）
－
が
通
い
ま

す⑤
そ
の
間
に
坐
ま
れ
た
子
は
、
非
婿

の
子
（
戸
籍
上
父
親
の
な
い
子
）
と

い
う
こ
と
で
、
認
知
手
続
（
父
親
が

自
分
の
子
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
眉

出
る
こ
と
。
）
を
経
な
け
れ
ば
父
と

の
岡
に
親
子
関
係
も
生
じ
ま
せ
ん
っ

⑪
内
縁
の
夫
（
婁
）
が
他
の
女
（
男

）
睦
と
一
純
に
な
っ
て
正
式
に
結
婚

す
る
し
言
う
こ
と
も
、
法
律
制
度
上

防
げ
ま
せ
ん
。

④
相
続
権
も
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
婚
姻
届
は
、
結
婚
式
の
損
に
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

し
ょ
え
ノ

緒
稲
武
に
薪
挑
新
婦
の
婚
姻
属
撃

に
盟
名
、
押
印
と
い
う
式
願
を
入

れ
、
そ
の
日
に
届
出
を
し
、
名
実
と

も
に
夫
婦
と
し
て
漸
ら
し
い
擁
発
を

飾
り
ま
し
ょ
う
。

幅
膏
は
、
日
曜
日
や
祝
日
で
も
市

町
村
は
受
付
ま
す
し

◎
結
婚
記
念
日
が
名
実
と
も
に
同
じ
白

で
葦
合
字
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

一
般
に
は
、
挙
式
の
臼
子
鹿
旭
の

日
が
異
な
る
た
め
挙
式
の
日
義
鯨

記
念
日
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

日
は
涙
枠
上
文
節
し
（
な
ら
れ
た
日
で

は
お
り
ま
せ
ん
。

沌
嫡
式
の
日
に
届
出
を
し
て
、
名

実
と
も
に
慈
薬
の
る
結
婚
記
念
i
i
i
l
と

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

◎
手
続
き
は
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
で
き

ます。①
届
出
用
紙
は
、
両
町
村
役
場
に
倣

え
て
あ
り
ま
す
。

㊥
郵
送
で
も
よ
い
し
、
ま
た
他
人
に

託
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
二
人
の
前
人
が
必
要
で
す
。

④
本
籍
が
遼
髄
町
以
外
の
人
は
戸
妬

抄
本
が
必
要
で
す
－
。

◎
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
あ
ら
か

じ
め
役
鴎
の
戸
籍
係
へ
お
専
ね
く
だ
さ

定
期
予
防
接
種
の
実
施
に
つ
い
て

特
に
陸
上
親
授
で
三
人
、
剣
道
で
一

人
が
九
月
二
十
日
の
県
民
大
会
に
遠
賀

郡
の
代
表
と
し
て
参
加
さ
れ
ま
す
。

一
般
女
子
バ
レ
ー
は
婦
人
会
で
出
場

さ
れ
ま
し
た
が
、
炎
熱
の
中
で
の
練
習

の
か
い
あ
っ
て
、
優
勝
戦
で
芦
屡
町
か

ら
敗
れ
た
も
の
の
起
き
姦
し
い
縞
踵
で

あ
り
ま
し
た
。

県
大
会
出
場
者

矢
野
∴
婿
（
燭
）
一
〇
〇

走
向

索
和
　
徳
（
別
）
　
走
巾

添
田
田
原
（
浅
）
　
砲
丸

三
種

青
木
天
六
（
広
）
　
剣
逆

町
内
公
民
館
対
抗

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大

会

期

十
月
十
日
は
体
育
の
臼
で
あ
り
ま

す。こ
の
日
に
町
内
公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
斉
開
催
し
ま
す
の
で
各
区
と

日
　
十
　
月
　
十
　
日

も
参
加
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

遼
裏
梅
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
各
公

民
館
の
体
育
義
貞
の
方
と
協
議
の
上
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
御
協
力
下
さ
い
。

秋
季
予
陳
接
種
を
実
施
し
ま
す
の
で

該
当
者
は
洩
れ
な
く
接
種
し
て
下
さ
い

記

一
、
実
施
稿
目
　
早
シ
三
和
混
合

「
実
施
月
日
及
び
趨
所

（
一
画
目
）
　
九
月
一
一
圭
苗町

公
民
館

（
二
回
目
）
　
十
月
十
六
日

ク

、
三
国
圏
）
　
十
一
月
九
日

ク

「
実
施
勝
間
　
十
四
時
～
十
五
時
ま

で

該
当
着
生
攣
一
ケ
月
⊥
才
未
満

追
加
番
　
昨
年
の
些
面
実
施
終
了
の

者

種
痘一

、
実
施
月
日
±
月
二
十
七
円

「
∴
堕
聞
及
び
域
所
　
十
四
時
～
十
五

時遵
項
町
公
民
館

一
、
該
当
者
　
伍
奪
ハ
ヶ
月
上
手
未

満
児

予
防
接
種
の
実
施
に
あ
た
り
左
記
に

注
惑
し
て
下
さ
い
。

副
反
応
と
し
て
た
ま
に
軽
度
の
発

熱
。
発
赤
、
発
し
ん
等
を
見
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
二
日
か
二
日
で
消
通
し

ま
す
。
特
に
姉
熱
な
ど
異
常
の
場
合
は

匪
師
の
診
賓
そ
っ
け
で
下
さ
い
。

※
現
在
医
療
そ
っ
け
て
い
る
も
の
、
け

い
れ
ん
（
ひ
き
つ
け
）
の
既
往
症
の
あ
る

人
、
熱
の
あ
る
人
、
そ
の
砲
異
常
と
思
わ

れ
る
人
は
必
ず
受
付
に
申
出
下
さ
い
。

母
子
手
旗
は
必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。
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馨盲謹脊襲薫
蒸実生主音茄麗
‡雪享　　年の　筋は

審査∴有言綱累－　　二　の　エ四
ま謎－　　十姦寮三時十

露　呈離霊
地　　に者改植

串　は葬日岡

道
路
交
通
法
令
講
習
会

本
年
八
月
二
十
日
通
路
交
通
法
「
郵

改
正
に
伴
い
左
記
に
よ
り
改
正
法
令
の

駆
詔
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

正

一
、
日
時
及
場
所

ュ
九
月
二
十
八
日
午
後
七
時
か
ら

九
時
ま
で
接
木
小
学
播
寵
堂

2
　
十
月
九
日
午
後
七
時
か
ら
九
時

ま
で
忠
門
小
学
澱
灘
堂

前
説
期
日
に
請
轡
を
受
け
ら
れ
な

い
方
は
十
月
十
五
日
折
尾
響
祭
器
で

講
習
を
行
い
な
ま
す
。

折
尾
署

乳
児
健
康
診
断
実
施
に
つ
い
て

乳
児
の
健
康
診
断
を
左
記
の
と
お
り
　
　
　
　
　
十
四
時
～
十
五
時

実
施
し
ま
す
の
で
該
当
着
は
会
員
受
診
一
、
場
所
∴
公
民
館
別
館

し
て
下
さ
い
。寵

一
、
日
時
　
九
月
二
十
百

一
、
該
当
児
潤
一
才
未
満
の
乳
児

成
人
病
検
診
実
施
に
つ
い
て

B
H
C
等
に
よ
る
牛
乳
汚
染
院
止

対
策
の
強
化
に
つ
い
て

B
H
C
等
に
よ
ブ
牟
乳
汚
染
防
止
を

図
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
対
築
港
進
致

し
て
お
り
ま
す
が
、
稲
の
出
穂
期
、
さ

ら
に
は
収
穫
期
、
乳
牛
用
稲
わ
ら
の
流

通
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
特
に
次

の
事
項
に
つ
い
て
充
分
と
配
慮
の
う
え

遺
憾
の
な
い
よ
う
亜
ね
て
お
願
い
し
ま

す。

1
　
今
後
B
H
C
、
D
D
T
剤
は
一

惣
確
の
病
雷
虫
防
除
に
使
用
し

な
い
よ
う
留
悲
運
の
こ
と
。

2
　
本
年
度
稲
作
に
お
け
る
B
H

C
、
D
D
T
等
を
使
用
し
な
い
稲

わ
ら
が
乳
牛
用
と
し
て
流
通
す
る

よ
う
各
農
家
相
互
間
で
協
力
す

る。

成
人
病
予
防
の
た
め
つ
き
の
通
り
検

診
を
行
い
ま
す
の
で
該
当
者
は
洩
れ
な

く
受
検
し
て
下
さ
い
。

記

「日時
◎
九
月
十
百

十
三
時
～
十
四
時
島
津
公
民
館

十
五
時
～
十
六
時
若
松
公
民
館

◎
九
月
十
七
日

十
三
時
～
十
四
時
見
波
公
民
館

十
五
時
～
十
六
時
尾
崎
公
民
館

◎
九
月
二
十
四
日

十
三
時
～
十
四
時
　
別
府
公
民
館

十
五
時
～
十
六
持
　
上
別
府
公
民
館

二
、
該
当
者
　
四
十
才
以
上
の
人

三
、
料
金
∴
無
料

四
、
検
査
内
容
　
血
圧
測
定

検
尿
（
糖
尿
病
、
蛋
白
ウ
ロ
ビ
リ
ノ

ーケン）

以
上
は
九
月
実
施
の
分
、
十
月
実
施

の
分
は
十
月
の
町
報
に
て
お
し
ら
せ
し

ます。

「
密
造
酒
　
の
　
防
止
」

ぶ
と
う
酒
を
家
庭
で
つ
く
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
く
ず
フ
ド
ー
等
で
ぶ
ど
う

潤
を
つ
く
る
こ
と
は
、
酒
の
奮
進
と
な

り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家
庭
で
自
家
用
と
し
て
つ

く
っ
て
も
よ
い
お
酒
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
梅
、
み
か
ん
（
温
州
み
か

ん
、
紀
州
み
か
ん
、
夏
み
か
ん
、
レ
モ

ン
に
限
り
ま
す
）
す
も
も
、
か
り
ん
、

い
ち
ご
、
に
ん
に
く
、
く
こ
、
し
そ
、

く
わ
、
ま
た
た
び
、
さ
る
な
し
、
と

ち
、
ぐ
み
（
こ
れ
以
外
の
果
物
は
い
け

ま
せ
ん
）
の
十
言
昔
の
果
物
に
し
ょ

う
ち
ゅ
う
等
（
ア
ル
コ
ー
ル
分
が
二
十

度
以
上
の
正
規
の
酒
類
を
同
時
に
必
ず

使
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）
と
砂

糖
を
ま
ぜ
て
つ
く
る
お
酒
で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
つ
く
る
お
酒
も
薬

物
、
拙
流
を
ま
せ
発
酵
さ
せ
て
ア
ル
コ

ー
ル
分
が
で
き
た
あ
と
で
、
し
ま
う
ち

ゅ
う
等
を
登
る
こ
と
は
酒
税
法
で
禁

止
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
遥
反
に
な
ら

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

若
松
税
襲

し
尿
浄
化
そ
う
を
設
置
さ
れ
る
方
へ

お
願
い

一
般
住
居
用
し
尿
浄
化
そ
う
を
没
澄

さ
れ
る
方
は
、
そ
の
三
豊
義
手
す
る

前
に
左
記
証
類
を
添
付
し
保
健
所
へ
提

出
し
許
可
を
受
け
て
下
さ
い
。

捏

一
、
建
築
物
の
種
類
及
び
場
所

一
一
、
一
日
平
均
処
理
対
象
人
員

三
、
形
式
、
機
逓
及
び
毅
鶴

田
、
洗
じ
ょ
う
水
の
使
用
計
画

五
、
酒
造
の
方
法

六
、
枚
続
場
所

七
、
篤
的
始
予
定
年
月
日

筒
、
誤
競
式
、
そ
の
他
詳
細
に
つ

い
て
は
邁
往
保
健
所
（
T
E
L
（
①
）
四

二
ハ
こ
に
お
闘
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

基
　
地
　
改
　
葬
　
公
　
告

北
九
州
帝
王
泰
務
所
々
長

金
子
　
進

基
地
所
在
地

遠
賀
郡
遠
賀
町
大
字
禾
守

二
九
二
番
地

政
調
先
土
地
同
所
同
番
地
内

一
、
求
人
先

岡
垣
町
戸
切
三
四
四

電
話
　
〇
九
三
二
八

（
2
）
〇
五
五
五
－
六
）

芦
屋
夏
毛
企
業
組
合

一
、
域
稲
及
人
員

雑
役
夫
男
女
若
干
名

一
、
待
遇

男
子
一
、
二
〇
〇
円

女
子
　
　
九
〇
〇
円

各
穏
保
険
制
度
あ
り

一
、
勤
務
時
間

午
前
八
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で

一
、
申
込
先

求
人
先


